
 

 

２０２２年度 自己点検・評価チェックシート  学部・研究科名：文学部 

※学部・研究科ごとに作成してください。                               

確認事項 1   ３つのポリシー 

（１）３つのポリシーを教授会・運営委員会等で確認した 
☒確認した 2021 年 7 月  会議名：文学学術院教授会 

☐確認していない    年  月  確認予定 

（２）３つのポリシーは学生や社会に公表されている 
☒公表されている ☒要項 ☒HP ☐パンフレット ☐その他（            ） 

☐公表されていない 公表予定時期： 

 

確認事項 2   学修成果 

（１）学修成果を設定している 

☒設定している 

※詳細は別紙のとおり。 

⇒(2)、(3)を記入 

☐設定していない    年  月  設定予定 

（２）学修成果の内容 

☒各学部・研究科の DP と関連付けて設定している 

☒複数の方法で根拠に基づいて測定することが可能である 

☒知識、スキル、態度・志向性をバランスよく含んでいる 

☒「学生は、～することができる」といった形式にするなどわかりやすい記述となっている 

（３）学修成果を明示している 
☐明示している ☐要項 ☐HP ☐パンフレット ☐その他（             ） 

☒明示していない 2023 年 8 月 明示予定 

◆明示している学修成果（昨年度報告している箇所もご記入ください。ホームページ等のリンクではなく、学修成果をご記入ください。） 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

＜３つのポリシー・カリキュラム・入試制度の変更＞ 

 ※2021 年 10 月以降に変更を決定した項目があれば記載してください。本チェックシートの別項目で記載している場合は不要です。 

 

項目 変更時期 変更内容 変更理由 

カリキュラム・ポリシー 

 

2022 年 4 月～ 部分的に字句の修正を行った。 より適切で解りやすい記載とするため。 

カリキュラム・ポリシー 

アドミッション・ポリシー 

2023 年 4 月～ 部分的に字句の修正を行った。 より適切で解りやすい記載とするため。 

 

 

   

確認事項 3   学修成果の測定方法の設定 

（１）アセスメント・ポリシーを設定している 

☒設定している 

※詳細は別紙のとおり。 

⇒確認事項(2)、(3)を記入 

☐設定していない    年  月  設定予定 

（２）アセスメント・ポリシーの内容 

☒学修成果と測定方法の関連性が明確になっている 

☒学修成果を複数の方法（可能な限り「直接評価」と「間接評価」の組み合わせ）で測定する 

☒測定時期を明確にしている 

☐どの水準をもって達成とするか学部・研究科内で合意している 

（３）アセスメント・ポリシーを明示している 
☐明示している ☐要項 ☐HP ☐パンフレット ☐その他（             ） 

☒明示していない 2023 年 8 月 明示予定 

◆明示しているアセスメント・ポリシー （別紙での提出も可） 

 

 



 

 

 

※確認事項 3-1、3-2、3-3、3-4、3-5、3-6、3-7、3-8、3-9、3-10 は該当なし 
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【文学部】学修成果・アセスメントポリシー・測定方法（最終版） 

 

●学修成果 

１．学問の基礎となるアカデミック・リテラシーを習得する。 

２．人文社会科学の諸分野に幅広くふれ、基礎教養を深めるとともに、人間の本質を専門

的に探究するための確かな知識と論理を習得する。 

３．専門とする学問分野を体系的に深く学び、健全な批判精神を発揮しつつ、独自性のあ

る研究テーマを構想できる。 

４．自らの研究テーマを確立したうえで、問いを追究するための具体的な方法を実践し、

一定の学問的水準と独創性を備えた知見を表現することができる。 

５．必修外国語（英語）の習得によって、聞く・話す・読む・書くという基本的技能にも

とづいて、状況に応じた高度なコミュニケーションを実践できる。 

６．基礎外国語（フランス語・ドイツ語・ロシア語・中国語・スペイン語・イタリア語・

朝鮮語・アラビア語から１言語を選択）の習得によって、聞く・話す・読む・書くと

いう基本的技能にもとづいて、世界の多様性を把握し理解することができる。 

７．多角的な視点を通じて世界の広がりを理解し、多様な文化、多様な人間と協調して様々

な問題の解決に取り組むことができる。 

 

●アセスメントポリシー 

早稲田大学文学部は、学生の学修成果について、下記の観点から検証を行う。 

 入学時において、各種入学者選抜における成績や調査書の内容等を用いて、アドミッシ

ョン・ポリシーで求める資質・能力が備わっているかを把握するとともに、「人間とは何か」

を問うことへの関心を有していることを確認する。 

初年次教育における取り組みや成果を通じて、課題の理解能力、情報の収集能力（図書

館の使い方、インターネットの使い方、倫理の理解等）、情報整理の技術（定期刊行物の扱

い方、文章の読み方等）、自他の思考の区別の仕方、課題に対する考察の仕方、自らの考え

の形成と表現の方法等を習得していることを把握する。 

外国語教育における取り組みや成果を通じて、幅広いトピックに対応し、自己を表現で

きる高度な外国語の運用能力（とりわけ英語の運用能力）を習得していることを把握する。

さらに、複数の言語を学ぶことによって人間や文化の多様なあり方を知り、考え、理解し、

世界を多角的な視点で捉えることができる資質・能力を習得していることを把握する。 

専門教育における取り組みや成果を通じて、学問の内容や研究方法、自ら問題を発見し

解決していく思考力、テキストの読解や調査・実験によって得られる情報についての理解

力、自らの考えを論理的に表現できる文章力・プレゼンテーション力、他者と協調し議論

しながら多角的に問題を捉える力や態度等を習得していることを把握する。 

 卒業所定単位数のうち８単位を占める卒業論文の執筆とその成果を通じて、ディプロマ・

ポリシーで求める資質・能力が備わっているかを把握するとともに、課題に取り組む自主

性、知見を導出するための分析的思考力、論理構成力、表現力等を習得していることを把

握する。さらに、一つの知見を得ることによってさらに問いが広がることを知り、学びを

継続させることの必要性と喜びを理解する力を習得していることを把握する。 

 学修成果は、課題に設定された目標に対する到達の度合いによって測定され、授業ごと

に行われる成績判定を通して評価される。成績は、通常科目の場合は A+・A・B・C・F・



G・H にて表示し、A+～C を合格、F～H を不合格とする。成果をもって評価を与える科

目の場合は P・Qにて表示し、Pを合格、Qを不合格とする。 

 

●学修成果を測定する方法 

学修段階 測定方法 学修成果との関連 

初年次教育 

必修基礎演習、基礎講義、選択基礎演習、

文学部共通科目等の授業における取り組

みや成果、および専門コースへの進級判

定を通じて、測定を行う。 

・学問の基礎となるアカデミック・リテラシーを
習得する。（１） 

・人文社会科学の諸分野に幅広くふれ、基礎教養
を深めるとともに、人間の本質を専門的に探究
するための確かな知識と論理を習得する。（２） 

・必修外国語の習得によって、聞く・話す・読む・
書くという基本的技能にもとづいて、状況に応
じた高度なコミュニケーションを実践できる。
（５） 

・基礎外国語の習得によって、聞く・話す・読む・
書くという基本的技能にもとづいて、世界の多
様性を把握し理解することができる。（６） 

外国語教育 

必修英語、基礎外国語、選択英語、選択外

国語等の授業における取り組みや成果を

通じて、測定を行う。 

・学問の基礎となるアカデミック・リテラシーを
習得する。（１） 

・人文社会科学の諸分野に幅広くふれ、基礎教養
を深めるとともに、人間の本質を専門的に探究
するための確かな知識と論理を習得する。（２） 

・必修外国語の習得によって、聞く・話す・読む・
書くという基本的技能にもとづいて、状況に応
じた高度なコミュニケーションを実践できる。
（５） 

・基礎外国語の習得によって、聞く・話す・読む・
書くという基本的技能にもとづいて、世界の多
様性を把握し理解することができる。（６） 

・多角的な視点を通じて世界の広がりを理解し、
多様な文化、多様な人間と協調して様々な問題
の解決に取り組むことができる。（７） 

専門基礎教育 

各コースの専門講義・専門演習、文学部

共通科目、全学オープン科目等の授業に

おける取り組みや試験ないしレポートの

成果を通じて、測定を行う。 

・学問の基礎となるアカデミック・リテラシーを
習得する。（１） 

・人文社会科学の諸分野に幅広くふれ、基礎教養
を深めるとともに、人間の本質を専門的に探究
するための確かな知識と論理を習得する。（２） 

・専門とする学問分野を体系的に深く学び、健全
な批判精神を発揮しつつ、独自性のある研究テ
ーマを構想できる。（３） 

専門教育 

各コースの専門講義・専門演習、文学部

共通科目、全学オープン科目、専門特殊

研究等の授業、およびフィールド実習、

ボランティア実践等における取り組みや

試験ないしレポートの成果を通じて、測

定を行う。 

・学問の基礎となるアカデミック・リテラシーを
習得する。（１） 

・専門とする学問分野を体系的に深く学び、健全
な批判精神を発揮しつつ、独自性のある研究テ
ーマを構想できる。（３） 

・自らの研究テーマを確立したうえで、問いを追
究するための具体的な方法を実践し、一定の学
問的水準と独創性を備えた知見を表現するこ
とができる。（４） 

・多角的な視点を通じて世界の広がりを理解し、
多様な文化、多様な人間と協調して様々な問題
の解決に取り組むことができる。（７） 

卒業論文研究 

専門演習（卒論）等の授業における取り

組みや成果、卒業論文の完成、および卒

業判定を通じて、測定を行う。 

・学問の基礎となるアカデミック・リテラシーを
習得する。（１） 

・専門とする学問分野を体系的に深く学び、健全
な批判精神を発揮しつつ、独自性のある研究テ
ーマを構想できる。（３） 

・自らの研究テーマを確立したうえで、問いを追
究するための具体的な方法を実践し、一定の学
問的水準と独創性を備えた知見を表現するこ
とができる。（４） 

・多角的な視点を通じて世界の広がりを理解し、
多様な文化、多様な人間と協調して様々な問題
の解決に取り組むことができる。（７） 

 


